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利用成果報告書

成果公開有償利用

含フッ素生体高分子の合成および細胞内輸送

FACS Aria II, IIIu, III セルソーター

フローサイトメーターを用いて、がん細胞へ取り込まれた含フッ素ペプチドの定量的な評価を行った。

　令和　　4年　　4月　　11日　〜　令和　　5年　　　3月　　31日
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細胞膜透過能を有する含フッ素化合物の開発により、既存のペプチド薬剤をより効率的に標的組織へと送達することが可能になる。
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